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オ
フ
ヘ
ン
・
ハ
ッ
ハ
外
科

・
並
に
整
型
外
科
学
会
第
七
十
七
回

「
J
a
n
u
a
r
y

・
1
9
2
5

ー
王
村
善
之
助
と
そ
の
周
辺
ー

モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
メ
カ
ニ
ズ
ム

報
告
ド
ク
ト
ル
・
ベ
レ
ベ
ロ
ン

N
0
2
教
室
講
座
ー
オ
フ
ヘ
ン

・
リ

プ
ン
ス
大
学
病
院
、
外
科
、

3
7
.4
0

4
6
.6

病
室
（
略
）
供
覧
ス

ル
所
ノ
患
者
ハ

1
9
2
4
.6

月
ア
ル
奇
禍
ニ
ョ
ッ
テ
両
腕
切
断
ノ

外
科
的
手
術
ヲ
ウ
ケ
タ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
失
明
ノ
原
因

ハ
急
性
ナ
ル
ハ
イ
ネ
・
ネ
ギ
ン
氏
症
状
ニ
ョ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ

ス
ガ
、
往
時
ノ
コ
ト
ニ
屈
シ
何
等
両
腕
ノ
切
断
卜
症
状
的
関
連

ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
夕
ゞ
盲
目
ガ
奇
禍
ノ
事
故
的
関
係
ニ
ナ
ッ
テ

オ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
・
・・
デ
本
整
型
外
科
的
手
術
ニ
ョ
リ
マ
シ

テ
適
当
ナ
ル
処
置
ノ
ノ
チ
義
手
装
頓
一
見
普
通
人
二
等
シ
キ
外

容
ヲ
保
タ
シ
メ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
」

（
「
ド
ク
ト
ル

一
九
二
五
年
二
月
）
（
l
）

・
ベ
レ

ベ
ロ
ン
の
臨
床
講
義
」

夢
野
久
作
の
代
表
作
『
ト
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
を
想
起
さ
せ
る
よ
う

な
記
述
は
、
画
家
玉
村
善
之
助
(
-
八
九
四
I

―
九
五
i

)

に
よ

る
。
日
本
美
術
院
を
舞
台
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
日
本
圃
家
と
は

お
よ
そ
無
縁
に
み
え
る
、
こ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
的
記
述
と
王
村
は

ど
こ
で
つ
な
が
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

近
年
に
な
っ
て
菊
屋
吉
生
、
加
藤
弘
子
、
滝
沢
恭
司
に
よ
る
研
究

に
よ
っ
て
、
王
村
の
芸
術
活
動
や
生
社
の
主
要
な
側
面
に
つ
い
て
は

解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
(
2
)
。
し
か
し
、
こ
の
日
本
画
家
が
な
ぜ
こ
の

異
様
に
も
み
え
る
擬
似
利
学
的
な
言
説
に
傾
倒
し
て
い
く
の
か
と
い

う
説
明
を
そ
こ
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
承
前
）

五

十

殿

利

ム
口

ヽ
V
i¥
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お
そ
ら
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
的
思
考
に
玉
村
を
導
い
て
い
っ
た
大
き
な

要
因
は
、
大
垣
出
身
の
野
川
激
．
孟
・
隆
の
三
兄
弟
と
の
交
流
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
関
井
光
男
が
注
目
を
促
し
た
よ
う
に
、
王
村
が

関
係
し
た
こ
の
時
期
の
雑
誌
の
す
べ
て
に
野
川
兄
弟
が
か
ら
ん
で
い

る
し
(
4
)
、
ま
た
加
藤
弘
子
が
着
目
し
た
よ
う
に
、
新
興
美
術
へ
の

野
川
兄
弟
と
の
出
会
い

|

「高
原
」
か
ら

『
エ
ポ
ッ
ク
」
ヘ

玉
村
善
之
助
が
新
興
ハ
美
術
運
動
に
荷
担
し
た
初
期
に
、

が
関
係
し
た
雑
誌
、
つ
ま
り
日
本
画
壇
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
高
原

会
に
よ
る
『
高
原
J
誌

(-
九
ニ
―
年
五
月
創
刊
）
、
さ
ら
に
こ
れ

に
つ
づ
く
『
エ
ボ
ッ
ク
』
誌
(
-
九
二

二
年
一

0
月
創
刊
）
の
時
代

の
著
述
に
お
い
て
、
と
く
に
科
学
的
な
用
語
が
頻
出
す
る
と
い
う
こ

と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
雑
誌
『

マ
ヴ
ォ

』
と
同
時
期
の
一
九
二

四
年
六
月
創
刊
の
『
ゲ
エ
・
ギ
ム
ギ
ガ
ム

・
プ
ル
ル
ル

・
ギ
ム
ゲ
ム

G
E
・
G
J
M
G
J
G
A
M

U
・
P
R
R
R
・
G
J
M
G
E
M
J
 (3
)
に
お
い
て
、
玉

村
に
お
け
る
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
が
発
生
し
た
と
い
っ
て
い
い
。
で

は
、
い
っ
た
い
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
生
じ
て
き

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
画
家

関
心
を
植
え
付
け
た
の
も
野
川
兄
弟
で
あ
ろ
う
(5
)
。
野
川
隆
と
大

垣
中
学
時
代
の
同
級
生
で
あ
る
十
和
田
操
の
回
想
と
当
時
の
日
記
の

記
述
に
よ
れ
ば
、
野
川
家
は
父
親
が
細
菌
学
の
医
学
博
士
で
、
大
垣

病
院
を
経
営
し
た
が
、
火
災
に
よ
っ
て
大
き
な
損
害
を
蒙
っ
た
。
隆

は
九
男
で
あ
っ
た
。
五
男
と
八
男
が
芸
術
家
で
あ
り
、
と
く
に
八
男

の
達
は
東
京
で
学
ん
だ
洋
画
家
で
あ
っ
た
が
、
早
世
し
た
ら
し
い
。

五
男
は
「
演
劇
家
で
あ
り
小
説
家
」
で
あ
る
と
十
和
田
は
回
想
す

る
。
病
院
の
火
災
の
際
に
、
焼
死
し
た
兄
も
い
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
二
人
の
芸
術
家
た
ち
と
隆
の
ほ
か
に
は
、
上
海
に
渡

っ
た
長
兄

と
い
ま
ひ
と
り
、
計
五
人
が

一
九
一
九
年
六
月
の
時
点
で
存
命
し
て

い
た
(6
)
。
お
そ
ら
く
、
五
男
の

「演
劇
家
で
あ
り
小
説
家
」
が
野

川
激
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
述
べ
る
『
高
原
』
誌
に

「
岩
淵
甚
四
郎
氏
夫
妻
室
内
劇
試
演
会
」
を
寄
稿
し
て
い
る
の
が
そ

の
根
拠
で
あ
る
〈[1)
。
す
る
と
孟
は
六
男
、
あ
る
い
は
七
男
と
な
る
。

野
川
激
が
玉
村
善
之
助
と
交
友
す
る
発
端
は
雑
誌

「高
原
j

第
四

号

(
-
九
ニ

―
年
八
月
号
）
に
寄
稿
し
た
前
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
三
号
で
、
当
初
五
人
で
あ
っ
た
編
集
者
か
ら
三
島
富
丸
の
名
が
抜

け
て
い
た
。
野
川
は
第
四
号
に
創
作
「
途
上
」
を
寄
せ
て
い
る
が
、

同
号
の
六
号
雑
記
「
重
宝
記
」
で
同
人
の
ひ
と
り
が
つ
ぎ
の
よ
う
に

紹
介
し
て
い
る
。
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「
『
途
上
』

の
作
者
野
川
は
僕
の
友
人
だ
。
荻
五
六
年
の
間
は
作

ら
さ
る
作
家
と
し
て
ひ
と
く
黙
り
こ
く
つ
て
ゐ
た
が
、

は
、
ど
し
と
し
実
の
あ
る
も
の
を
書
く
と
い
つ
て
ゐ
る
。
」
(8)

さ
ら
に
野
川
激
は
第
六
号

の
編
集
者
と
し
て
正
式
に
名
前
を
連
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

に
野
川
孟
か
翌
年
の
祈
年
号
に
相
当
す
る
第
八
号
か
ら
編
集
を
交
代

し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
」

の
項
で

て
い
る
(
9
)
C

つ
い
て
は
、

切
断
し
た

へ
の
胎
動
」

川
孟
は
第
一

（
一
九
ニ
一
年
一

0
月
号
）

同
号
は
こ
の
交
代
と
関
連
し
て
、

「
▲
野
川
激

十
二
月
大
垣
市
へ
帰
る
」

糾
編
北
者
と
な
っ
た
野
川
孟
に
つ
い
て
、

ス
ト
と
し
て
の
役
れ
た
感
覚
を
評
価
し
て
い
る
。

交
友
か
あ
っ
た
北
園
克
衛
の
計
価
も
紺
介
し
て
い
る
が
、

と
厠
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
l
o
)
0

て
北
園
克
衛
編
集
に
よ
る
諸
雑
誌
に
受
け
継
が
れ
る
特
徴
、

ち
レ
イ
ア
イ
ト
に
お
け
る
左
か
ら
の
横
組
、

「
新
興
芸
術
」

志
向
の
表
明
、

関
井
は
そ
の
ジ
ャ
ー
リ

「
白
樺
」

さ
ら
に

の
逸
早
い
把
握
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
l
l
)
0

ヽ
ー
“友

メ
―
ク
ー

か
ら
同
誌

雑
報
欄

そ
し
て
、

す
ぐ

「
同
人

と
記
し

実
際
に

北
園
は

「
多
分
伐
が
絵
の
凰
界
か
ら
文
学
の
世
界
へ
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
に

こ
の
野
川
孟
の
影
響
が
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
」

関
井
の
評
価
の
眼
目
は
、

‘ゞ
ゃ
カ

す
な
わ

的
な
も
の
を

「
一
九
三

0
年
代

実
際
に
野

一
号
で
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
大
胆
に
変
え
て
い
る
。
装

『
エ
ボ
ッ
ク
』

に
こ
の
雑
誌
と
と
も
に
翌
場
し
て
く
る
の
が
、

弟
、
隆
で
あ
る
。

の
饗
宴
」

四
号
品
第
三
」
、

t

]

、
＇ 

、う

は
す
べ
て
野
川
孟
に
よ
る
編
猿
で
あ
る
が
、

第
二
号

ほ
か
の
詩
、

（
一
九
二
三
年
一
月
号
）

第
六
号
に
マ
ソ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
ハ
ー
の

三
八
箇
の
全
訳
と
、
ほ
と
ん
ど
句
号
の
よ
う
に
登
場
し
、

躍
を
す
る
の
で
あ
る
。

「
数
学
者
の
饗
宴
」

そ
れ
で
あ
る
。

の
冒
頭
か
ら
引
用
す
る
。

雑
誌
を
企
図
し
た
。
『
エ
ポ
ッ
ク
』

盟
が
早
く
も
破
綻
を
来
た
し
は
じ
め
る
と

号）

.

.
9
 

i
-
"
 

-
J
 

さ
ら

三
番
目
の
野
川
兄

に
「
数
学
者

第
三
号
(

i

二
月
号
）
に
詩
「
知
見
の
虹
」
、

に
創
竹
「
宇
宙
＇
人
間
及
想
像
作

「
立
体
派
詞
集
」

（
一
九
ニ
二
年

一

顕
瑞
な
活

後
出
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
的
な
作
例
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

玉
村
は
す
ぐ
に
つ
ぎ
の

(i
九
：
i

一年

i
0
月
創
刊
）
か

結
成
の
経
過
を
伝
え
た
と
い
う
第
一
三
号
号
外
を
最
後
に
、
自
然
に

し
か
し
、
第
口
凹
展
を
開
催
す
る
前
後
に
、
同

発
行
を
停
止
し
た
。

散
と
第
一
作
家
同
盟
へ
の
合
胤

（
一
九
―
i

-

i

年
七
月
）

こ
よ
っ
て

＇ 

日
木
画
団
体
で
あ
る
高
原
会
が
発
行
し
て
い
た
雑
誌
は

会
の
解

示
す
絵
柄
へ
と
性
格
を
一
変
さ
せ
た
の
で
あ
る

（図
ー、

2
く。

デ
ザ
イ
ン
か
ら
、

一
見
し
て
立
体
派
風
の
切
子
面
が
目
立
つ

山
容
を

飾
的
な
枠
の
中
央
に
、
比
較
的
小
さ
な
複
製
図
版
を
配
し
た
簡
素
な
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「数
学
者
の
嬰
宴
は
堅
い
死
人
の
や
う
に
寂
し
い
。

過
大
な
頭
蓋
骨
と
、

青
白
い
神
経
衰
弱
と
、

薄
暗
い
洞
穴
に
巣
を
く
ふ
寂
滅
の
閃
光
と
、

そ
れ
ら
の
躁
宴
は
風
の
な
い
国
の
死
人
の
や
う
に
黒
ず
ん
で
ゐ

る。」
(12)

つ
ぎ
に
「
風
と
詩
人
」
の
最
後
に
記
さ
れ
た

「
風
」
の
嘆
息
。

「
ち
く
し
や
う
、
人
間
奴
、
ち
っ
ぽ
け
な
詩
が
書
き
た
い
た
め
に
、

星
を
殺
し
て
何
に
な
る
ん
だ
、

そ
れ
よ
り
か
、

そ
の
ペ
ン
先
き
で

き
さ
ま
の
脳
天
を
一
突
き
に
ぐ
さ
り
と
突
く
が
い
い
、

さ
う
す
れ
ば
宇
宙
の
霊
が
死
ぬ
だ
ら
う
、

き
さ
ま
の
頭
蓋
骨
の
そ
の
小
さ
い
宇
宙
が
、
ぐ
っ
た
り
と
な
っ

て
、
や
が
て
消
え
て
し
ま
ふ
だ
ら
う
。

呪
は
れ
つ
ち
ま
へ

、
人
間
奴
、

き
さ
ま
は
、
き
さ
ま
の
書
く
ど
の
詩
よ
り
も
っ
と
深
刻
な
、

自
殺
し
た
狂
人
の

(JUl
み
と
ろ
な
死
骸
）
と
い
ふ
あ
さ
ま
し
い

詩
制
を
演
る
が
、
い
い

！
」（
13）

「
数
学
者
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
ま
さ
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
的
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
詩
の
な
か
で
は
む
し
ろ
非
合
理
的
な
存
在
と
し
て
示
さ
れ

『
エ
ポ
ッ
ク
』
に
お
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
兆
候

る
。
ま
た
、
「
宇
宙
」
も
、

「
エ
ポ
ッ
ク
J

誌
で
以
下
で
述
べ
る
よ
う

に
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
問
題
に
さ
れ
る
点
に
着
目
す
れ
ば
、
中

原
実
描
く
〈
乾
坤
〉
の
よ
う
に
科
学
的
な
対
象
で
あ
る
は
ず
だ
が
、

上
の
引
用
に
み
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
含
意
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
雑
誌
に
至
っ
て
、
玉
村
善
之
助
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

少
し
ず
つ
同
調
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

玉
村
善
之
助
に
お
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
最
初
の
兆
候
は
、

一
連
の

『
エ
ポ
ッ
ク
」
の
表
紙
絵
に
現
れ
た
と
い
え
る
。
創
刊
号
〈
磨
擦
と

抵
抗
の
交
郷
背
楽
〉
、
第
二
号
〈
ス
タ
ビ
リ
ッ
テ
イ
ヘ
の
移
動
〉
、
第
三

号
〈
科
学
者
の
万
花
鏡
〉
、
第
四
号
〈
天
休
の
観
測
誤
差
〉
（
図

3
、

な
お
、
第
五
号
、
第
六
号
も
玉
村
作
で
あ
る
が
、
題
不
明
）
。
加
え

る
に
、
同
誌
上
で
出
版
が
予
告
さ
れ
た
玉
村
に
よ
る
「
東
京
景
物
図

会
」
で
あ
る
石
版
集
「
都
会
の
動
力
と
営
養
」
(

M
)
0

ま
ず
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
た
と
え
ば
創
刊
号
の
歯
車
、
第
四
号

の
天
体
望
遠
鏡
の
よ
う
な
具
象
的
な
モ
チ
ー
フ
が
散
見
さ
れ
る
も
の

の
、
基
本
的
に
は
非
具
象
の
絵
柄
で
あ
る
。
雄
勁
な
表
現
主
義
的
な

箪
致
と
鮮
烈
な
対
比
の
彩
色
が
画
而
を
支
配
し
て
お
り
、
し
か
も
第
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の
巨
匝
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
は
江
戸
川
乱
歩
の
脱

そ
れ
で
は

こ
の
江
戸
川
乱
歩
と
は
誰
な
の
か
。

あ
の
推
埋
小
況

は
一
高
似
』

閃
」
了
木
見

を
奇
稿
し
て
い
た
。

け
と
し
て
は
寸
分
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
C

は、

1
庶
皿
か
ら
刊
断
す
る
限
り
、

も
う
ひ
と
つ
の
源
泉

江
戸
川
乱
歩
の
奇
稿
で
あ
る
。
実

七
号
に
も
江
戸
川
乱
歩
は
「
間
島
方
面
の
固
伝
戦
一

け
れ
ど
も

こ
れ
ら
だ
け
で
は
メ
カ
ニ
ス
ム
的
息
考
へ
の
動
機
つ

は
凡
づ
都
会
よ
り

1

破
壊
？
元
丁
と
し
て

ぜ
「
都
会
」
て
あ
る
の
か
も
、
末
米
派
の
I
保
の
汎
礼
を
受
け
て
い

る
か
ら
と
況
閉
す
る
の
が
舶
当
で
あ
ろ
う
。
承
前
）
」

に
お
い
て
、
な

,nj
"
ぷ
府
」

I
~,.1 

牡
比
へ
と
つ
な
が
る
ヘ
士
村
の
第
三
号
へ
の
省
稲

「
革
命

派
の
心
F
l-F
l
-—r
l」
か
掲
叔
さ
れ
て
い
る
し

、
そ
れ
が
第
石

号
の

「挽
近
傾

第
四
号
に
は
無
署
名

(G
e
roglifico 
d
y
n
a
m
1
c
o
 
d
e
l
 "T
a
b
a
n
n
 

•
}
、

'
,
 

、ら

（
野
川
面
か
？
）

.，1
 

•••
• 

1
L
 

に
よ
る
詮
"
-

•• 
-
i
 

「
木
来

か
仙
わ
れ
て
い
る
。
さ

シ
ー
ノ

・
セ
ヴ

ェ
リ
ー
ニ
の
〈
タ

ハ
リ
ン

舞
踏
の
力
学
的
謎
〉

し
て
解
読
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
『
エ
ポ
ッ
ク
j

創
川
号
の
口
絵
に
は

や
記
事
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
イ
タ
リ
ア
未
来
派
へ
の
関
心
と

ま
た

i

辿
の
表
紙
絵
の
タ
イ
ト
ル
は

「
エ
ポ
ッ
ク
j

誌
の
特
集

関
わ
る
の
で
(15

『
高
原
」

時
代
と
は
顕
著
な
遥
い
が
み
ら
れ
る
。

三
号
か
ら
は
玉
村
自
身
が
原
画
提
供
の
み
で
は
な
く
、
石
版
制
作
に

歴
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
直
ち
に
奇
嬌
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
実

『
現
代
文
学
の
比
較

歩
）
」

と
し
、

あ
る
(
1
6
)
0

さ
ら
に

は
未
来
派
受
容
な
ど
に
つ
い
て
の
先
駈
的
梨
執

文
学
的
研
究
』
を
残
し
た
千
菓
官
二
は
、
「
野
川
孟

（
初
代
）
」
と
し
て
い
る
の
で

こ
の
記
述
に
は
根
拠
か
示
さ
れ
す
、

照
し
つ
つ
も
臥
殺
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

か
ろ
う
か
。

こ
こ
で
新
資
料
に
よ
っ
て
、

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

/-‘、
バ々・

．．
． 
一、吐
t
r

ー→・

九・・-・

い
た
の
か
。

i

年
か
ら
翌
年
に
か
け
て

11
戸
川
乱
歩
は
と
こ
に

．

、

-

．

 

•• 
―

-
0四
Eノ

i

し
．． 

-
4ノ
ー

一

組
合
で
あ
る
日
本
］
人
但
楽
部
柑
記
長
と
な
る
か
、

ヒ
1
こ
よ
辛
し
、

-
r
r
l、
1
f
o

乱
歩
は
大
阪
の
父
の
実
象
に
、

京
か
ら
転
居
し
た
。
そ
し
て
、

て
、
テ
ビ
ュ
ー
作
と
な
る
「
二
銭
銅
貨
」

『
祈
青
印
j

三
年
四
月
号
の

て
、
折
即
小
説
家
と
し
て
の
迎
が
開
け
る
の
で
あ
る
i
1リ

fo

しヽ
‘
 

し
カ

で
あ
っ
た
。

乱
歩
が
再
度
上
克
す
る
の
は
i

九
一
；ハ

11.

こ
う
し
て
み
る
と
、

あ
る
い
は
野
川
兄
弟
と
乱
歩
が
懇
意
に
な
る
契
機
が
あ
っ
た
の
か
想

像
し
づ
ら
い
の
だ
。

「
江
戸
川
乱
歩

そ
の
夏
、

に
こ
の

（
は
戸

川
乱

閃
井
も
同
粛
を
参

問
題
と
す
べ
き
で
は
な

こ
の
問
題
に
決
沿
を
つ
け

問
題
点
の
指
摘
た
け
は
し
て
お
き
た
い
。

大
阪
か
ら
卜
恥
し
て
、

乱
歩
閉
係
の
著
述
で

『
高
原
』

技
術
者
の

l:•L 

j
 

．冑
、
1
ー
ぷ
'~ 

9,1 

・:
 
．

．

．

 

ヽ

峻
子
と
と
も
に
功

節
名
を
汀
戸
川
乱
歩
と
し

を
執
節
し
て
い
る
。
翌

「i

．
銭
銅
貨
」
か
印
＂
似
さ
れ

月
の
こ
と

と
の
よ
う
に
し
て

J
村
祖
之
助
、

ゃ
「
エ
ポ
ッ
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ク
』
の
名
が
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
の
も
不
可
解
で
あ
る
。

さ
ら
に
不
可
解
な
こ
と
は
、
乱
歩
名
で
『
高
原
』
七
号
(
-
九
二

一
年
一

0
月
）
に
寄
稿
さ
れ
た
「
間
島
方
面
に
お
け
る
宜
伝
戦

一

斑
」
の
こ
と
で
あ
る
。
乱
歩
以
前
に
は
、

一
九
二

0
年
に
彼
（
平
井

太
郎
）
が
計
画
し
た
同
人
雑
誌
『
グ
ロ
テ
ス
ク
j

で
掲
載
を
予
告
し

た
探
偵
小
説
と
し
て
「
江
戸
川
藍
峯
」
名
が
あ
っ
た
(18)
。
す
る
と
、

「
高
原
』
寄
稿
は
江
戸
川
乱
歩
名
で
の
最
初
期
の
仕
事
と
な
る
。

作
者
の
詮
索
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
れ
で
は
寄
稿
の
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

ま
ず
第
二
号
の
巻
頭
に
置
か
れ
た

一
頁
の
詩
的
断
章
「
ア
イ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
の
頌
」
は
冒
頭
か
ら
ま
さ
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
的
な
語
臨
が
ち

り
ば
め
ら
れ
た
一
文
と
い
え
よ
う
。
上
の
野
川
隆
作
品
と
比
較
さ
れ

た
い
。
「
君
は
避
け
が
た
き
『
空
間
の
占
有
j

か

一

定

不

変

の

哲

学

上
の
恒
数
か
！

君
が
思
想
の
重
力
は
芸
術
の
あ
ら
ゆ
る
光
輝
に
作
用
す
る
。

ま
こ
と
閉
状
宇
宙
と
広
表
相
等
し
き
君
が
思
索
の
物

あ
ヽ
理
学
的
空
間
1
.」
(19)

こ
の
著
者
た
る
江
戸
川
乱
歩
は
同
時
代
美
術
の
動
き
に
も
敏
感
で

あ
っ
た
。
寄
稿
か
ら
未
来
派
へ
の
関
心
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「
君
は
未
来
派
の
支
持
者
、

雲
の
急
激
な
旋
転
。

君
が
幾
十
万
年
の
黒
い
沈
黙
の
淀
み
よ
り
解
離
せ
し
め
得
た

「
空
間
の
歪
み
』
を
底
辺
と
す
る
直
角
三
角
形

そ
れ
を
透
し
て
見
る
『
第
四
次
元
の
世
界
』
こ
そ
げ
に
渦
巻
け

る
時
空
融
合
の
透
明
神
秘
の
芸
術
境
！
」（
20）

か
り
に
「
高
原
」
寄
稿
者
の
江
戸
川
乱
歩
1
1
野
川
孟
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
こ
の
記
述
は
、
野
川
の
「
立
休
派
以
後
の
芸
術
」
（
第
五
号
）

中
の
「
初
期
未
来
派
の
運
動
は
形
体
の
四
次
元
的
概
念
化
で
あ
っ
た

と
見
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
認
識
に
対
応
し
て
い
よ
う
(
2
1
)
0

第
三
号
の
「
「
相
対
性
原
理
』
の
映
画
」
は
、
東
京
で
の
上
映
会

に
つ
い
て
報
告
し
、
内
容
に
つ
い
て
「
最
も
巧
妙
に
且
つ
注
意
深
く

作
製
せ
ら
れ
た
映
画
」
と
称
賛
し
て
い
る
。
第
一
号
の
「
ア
イ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
頌
」
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
以
下
の
よ
う
な
賛
辞
が

記
さ
れ
て
い
る
。
改
造
社
の
招
待
で

一―

月
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

が
来
日
し
て
、
相
対
性
理
論
プ
ー
ム
が
起
き
る
時
期
で
あ
る
。
な

お
、
第
三
号
は
皿
署
名
の
記
事
で
訪
日
と
各
所
で
の
購
涼
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
(
2
2
)
0

「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
学
説
殊
に
そ
の
新
ら
し
き
時
空
観
念

と
彼
の
新
宇
宙
観
と
は
、

偉
大
な
る
殿
風
の
詩
人
、
螺
状
星

将
来
哲
学
、
芸
術
等
の
上
に
非
常
な
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『
エ
ポ
ッ
ク
』
は
一
九

二
三
印
三
月
発
行
の
第
六
号
で
終
川
し
た

が
、
し
ば
ら
く
し
て
、
同
じ
エ
ポ
ッ
ク
杜
か
ら
、

「
連
絡
」
を
つ
け
る
た
め
に
、

ヴ
ォ
』
が
出
る
直
前
に
）

、
い
か
に
も
ダ
ダ
を
辿
想
さ
せ
る
奇
妙
な

同
年
六
月

（
つ
ま
り

作
志
『
マ

九
木
ざ
ぃ

同
誌
再
刊
ま
で
の

影
梱
を
与
へ
て
行
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、

究
す
る
以
外
に
若
い
芸
術
家
た
ち
が
出
来
得
る
限
り
消
化
し
て

置
く
こ
と
を
す
す
め
る
。
」
(23)

も
ち
ろ
ん
、

志
し
て
、

経
歴
的
に
み
れ
ば
、

な
い
よ
う
に
み
え
る
。

•
•
•
}
<
、

f
ふ
“

く
る
と
い
う
考
え
方
が
、

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

単
に
科
学
と
し
て
研

一
九
二
0
年
に
は
映
画
監
督
を

映
画
論
を
執
籠
し
た
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、

映
面
に
つ
い
て

普
く
こ
と
は
江
戸
川
乱
歩
の
履
歴
か
ら
は
不
可
陪
て
は
な
い
五
）
0

こ
の
よ
う
に
江
戸
川
乱
歩
に
つ
い
て
は
容
易
に
決
沿
を
つ
け
ら
れ

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

最
新
の

科
孝
的
発
見
と
そ
れ
に
と
も
な
う
妍
し
い
詔
識
が
芸
術
へ
波
及
し
て

メ
カ
ニ
ス
ム
ヘ
の
扉
を
開
け
た
こ
と
は
疑

北
固
克
衛
と

『ゲ
エ
・

ギ
ム
ギ
ガ
ム

・
プ
ル

ル
ル
・

ギ
ム
ゲ
ム

G
E
・
G
J
M
G
J
G
A
M
・
P
R
R
R
・
G
J
M
G
E
M
』

に
お
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

「
ノ
ガ
ワ

・
リ
ュ
ウ
」
は
こ
う
述
ぺ
た
。

「
此
の
名
前
に
就
い
て
直
き
に
意
味
を
開
き
た
が
る
人
か
あ
る

か
、
そ
ん
な
必
要
は
な
い
o

（
少
な
く
と
も
私
i

個
の

鮒
釈
に

依
れ
ば
、
）
音
楽
的
な
感
飩
で
わ
か
つ
て
臭
れ
、
ば
可
い
。
（
蛇

足
を
付
け
加
へ
る
な
ら
ば
、
）
都
会
の
街
々
を
動
く
、
槻
械
て

出
来
た
人
間
的
な
動
物
人
形
に
は
、

G
の
発
音
の
振
動
数
と
成

形
が
気
に
人
っ
た
の
で
あ
る
。
」
(25
)

た
だ
し
、
掲
載
記
事
を
通
し
て
み
て
、
顕
著
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
的
な

言
説
は
な
い
の
だ
が
｀
そ
の
片
鱗
が
み
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
野
川
隆
の
創
作
「
黄
色
い
詞
」
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
か

ら
カ
ン
テ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
舞
台
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン

D
e
r
 
g
e
lb
e
 
K
l
a
n
g
」
を
す
く
に
想
起
し
よ
う
。

せ
た
戯
曲
「
し
が
あ
i

本
」
も
台
詞
の
な
い

、

で
あ
る
。

こ
の
短
編
「
龍
色
い
計
」

の
大
家
で
あ
る

Q
拇
士
。
プ
リ
ン
ツ
ホ
ル
ン
の
名
が
出
て
く
る
の
は

い
か
に
も
時
代
的
と
い
え
よ
う
か
。

な
っ
て
い
る
。

「
黄
色
い
嬰
き

野
川
が
同
号
に
寄

表
現
主
義
的
な
内
容

の
主
人
公
は
医
学
博
十
に
し
て
柏
神
病

Q
博
士
の
独
白
は
科
学
的
と
い

由
来
に
つ
い
て
の
彼
の
説
明
は
す
で
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
ヘ
の
序
曲
と

題
名
の
雑
誌
が
野
川
隆
を
編
集
長
と
し
て
創
flj
さ
れ
た
。

そ
の
名
の
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え
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

「
て
ん
狂
院
の
煙
突
か
ら
ゲ
ル
ベ

＇
フ
ア
ル
ベ
の
煙
り
が
昇
る
。

そ
れ
は
狂
人
た
ち
の
頭
の
上
か
ら
昇
る
痛
ま
し
い
気
体
で
あ

る
。
彼
等
の
頭
蓋
骨
に
は
大
き
な
穴
が
開
い
て
居
る
。
中
酒
性

嫉
妬
妄
想
患
者
は
、
ま
た
し
て
も
声
を
張
り
上
げ
る
。
そ
の
度

に
埋
り
は
フ
ル
ッ
ト
の
色
を
混
ぜ
て
む
く
む
く
と
上
る
。
」
(26)

冒
頭
に
引
い
た
医
学
を
題
材
に
し
た
王
村
の
創
作
に
呼
応
す
る
よ

う
な
設
定
と
い
え
よ
う
。
そ
の
玉
村
は
こ
の
号
に
「
適
当
な
題
の
な

い
話
」
を
寄
稿
し
た
。
饒
舌
な
独
白
が
ほ
と
ん
と
段
洛
ら
し
い
段
落

が
な
い
ま
ま
、
延
々
と
続
く

一
文
で
あ
る
。
男
が
「
奥
様
」
と
呼
ぶ

女
に
対
し
て
、
夢
と
も
現
実
と
も
つ
か
な
い
、
妻
の
殺
人
に
つ
い
て

告
白
す
る
内
容
で
あ
る
。
動
機
の
詮
索
や
説
明
の
な
い
と
こ
ろ
が
、

メ
カ
ニ
ズ
ム
的
な
意
識
と
の
距
離
を
示
し
て
い
よ
う
。

『
ゲ
エ
＇
キ
ム
ギ
ガ
ム
•
プ
ル
ル
ル

，

ギ
ム
ゲ
ム
』
誌
は
そ
の
後

し
ば
ら
く
休
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
と
『
マ
ヴ
ォ
』
が

八
ヵ
月
ほ
ど
休
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
よ
う
に
。
第
二
号
、
す
な
わ
ち

二
年
第
一
集
は
一
九
二
五
年

一
月
一
日
発
行
で
あ
る
。
編
集
者
は
橋

本
健
吉
（
北
園
克
衛
）
に
変
わ
っ
て
い
る
。
北
固
の
回
想
に
よ
れ

ば
、
野
川
孟
に
玉
村
を
紹
介
さ
れ
て
編
集
を
任
さ
れ
た
と
い
う
(27)
。

そ
の
主
要
な
理
由
は

H

•
Q
E
N

（
橋
本
健
吉
）
に
よ
る
編
集
後
記

「
G
.
G
.
p
.
G
の
報
告
」
に
、
「
野
川
孟
は
、
こ
ん
ど
、

周
遊
の
途
に
就
い
た
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
函
）0

そ
し
て
、
こ
の
北
園
克
衛
の
加
入
に
よ
っ
て
、
雑
誌
は
一
気
に
メ

カ
ニ
ズ
ム
的
な
語
粟
を
噴
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
性
格
を

一

変
さ
せ
た
。
表
紙
も
変
化
に
富
む
よ
う
に
な
る
（
図

4
)
。
北
固
は

一
九
二
三
年
「
北
鮮
日
報
」
に
寄
せ
、
二
年
第
一
集
に
再
録
し
た

「
カ
ラ
イ
ド
ス

コ
ー
プ
」
で
、
す
で
に
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
旗
織
を
鮮
明

に
し
て
い
る
。

「
街
か
ら
街
へ

t
.／
カ
ラ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
を
か
け
た
科
学
者
が
／

青
い
研
究
室
の
窓
か
ら
逃
げ
う
せ
た

さ
て
／
こ
の
科
学
者
は
／
ち
ぎ
れ
た
電
車
の
ポ
ー
ル
を
追
つ
か

け
た
り
／
市
街
自
動
車
の
太
い
車
輪
を
ボ
ン
ネ
ソ
ト
の
上
に
回

転
さ
せ
た
り
（
略
）

た
と
へ
ば
／
こ
の
科
学
者
の
頭
蓋
骨
の
内
側
を
走
る
／
血
管
の

交
錯
か
ら
／
も
ろ
く
も
混
乱
し
た
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
と
定
理
と
方

程
式
が
／
恰
も
／
レ
ン
ト
ゲ
ン
球
の
光
線
を
通
じ
て
／
前
代
未

聞
の
興
窟
を
顕
現
し
や
う
と
も
／
研
究
室
か
ら
逃
げ
う
せ
た
」
(29)

こ
う
し
た
傾
き
が
第
二
集
に
お
い
て
は
誌
面
全
休
に
柚
溢
す
る
の

で
あ
る
。
両
集
の
目
次
を
以
下
に
示
す
が
、
橋
本
を
除
い
て
、
題
名

だ
け
で
も
顕
著
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
は
北
固
論
を
展
開
す
る

ロ
シ
ャ
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リ
ン
ヂ
ヤ

・
ロ
ッ
ク
の
生
理
水

P
O
L
I
Z
E
I
D
I
E
N
E
R
 

器
薇
の
露

毘
に
撞
れ
て

奇
妙
な
風
禁

赤
い
上
衣

両
王
毘
の
伝
説

ヂ
ャ
ッ
ク
の
彩
虹
輪

界
の
転
生

水
の
餌
い
風
景

芸
術
に
対
す
る
私
述
の
見
解

あ
る
芸
術
に
関
す
る
講
袖
会
公
飢
自
記

G

.
G

.
p

.

G

の
報
告

H

•

Q
E
N

そ
し
て
、
第
二
集。

虹
色
の
数
学

構
想
第
九
九
九

二
年
第
一
媒

.’ 朋
JI

孟

高
木
春
夫

居野

川

孟

王
村
善
之
助

（
桔
本
健
吉
）

同 同野
JI/ 
近
藤
荘
治隆

『）歴）'・I司
JII 
同 低
木
健
吉

場
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
の
議
綸
は
控
え
た
い
が
、

力
に
つ
い
て
改
め
て
強
閤
し
て
お
き
た
い
。

．． i
 
［
 
［
 

‘ヽーー
［

そ
の
影
閤

G
E
・
G
J
M
G
J
G
A
M
・
P
R
R
R
・
G
J
M
G
E
M
・
 

E

秒
米
の
風
と
耽
英
主
義

棋
公
子

隙
荷
屈
の
飛
行
楼

エ
ド
モ
ン
ド

・
キ
ー
ン

ホ
テ
ル
と
パ
イ
プ

庶
数
の
導
入

IEI竹
ラ
イ
ン

都
会
人
叫
を
見
る
時

〔
い
ず
れ
も
既
発
表
の
も
の
を
再
緑

I
h卜
殿
注
〕

ダ

ダ

・
ダ

ダ

カ
ラ
イ
ド
ス
コ
ー
プ

フ
ァ
ン
タ
ス
ス

ー
の
8

以
下
に
上
記
の
う
ち
、

ら
か
引
い
て
み
る
。

発
生
期
の
ス
テ
ッ
キ

ア
ル
ノ

．

r
レ
ッ

-
、
）

ル
ー
ト

・
マ
イ
ナ
ス

1
劇
場
に
就
い
て

あ
る
芸
術
に
関
す
る
講
派
会
謡
演
自
記

玉
村
善
之
助

柏
本
健
志

伯
本
他
吉

平
岩
滉
児

田
村
恙
之
助

橋
本
健
吉

（
野
川
隆
訳
）

野

Ill

降

玉
村
善
之
助

第
二
梨
か
ら
メ
カ
ニ
ス
ム
的
な
例
を
い
く

同 同

蒸
発
的
プ
ラ
ウ
ン
遥
動

ボ
ー
ル

ベ
ア
リ
ン
グ
の
拡
散
現
象

野
川

隆

厠
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だ。」
「
ケ
ン
タ
ウ
ル
ス
座
が
は
ね
て
か
ら
、
私
は
フ
ァ
ン
タ
ヂ
ア
と

ピ
ッ
タ
リ
と
寄
り
添
つ
て
腕
を
組
み
な
か
が
ら
、
銀
河
に
沿
つ

た
例
の
ペ
ー
ヴ
メ
ン
ト
を
歩
い
て
行
っ
た
。
彼
女
の
温
か
い
腕

が
、
私
の
左
第
五
、
第
六
肋
間
に
触
れ
る
た
び
に
、
心
臓
が
ピ

ク
ピ
ク
躍
っ
た
。
私
は
幸
福
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
私
は
何
ん
で

も
先
刻
見
た
諷
刺
的
悲
喜
劇
「
黒
白
の
反
転
j

に
出
演
し
た
ア

ル
コ
ン
氏
の
芸
風
に
就
い
て
頻
り
に
感
歎
し
て
居
た
。
彼
の
芸

術
は
確
か
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
喜
劇
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

と
同
時
に

一
概
に
喜
劇
的
だ
と
云
つ
て
葬
り
去
る
の
は
残
酷

（
野
川
孟
「
リ
ン
ヂ
ヤ
・
ロ
ッ
ク
の
生
理
水
」
）
（
30）

「|

A
と

B
が
等
し
い
と
云
ふ
こ
と
は
、

A
と

B
は
全
等
で
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。

同
様
に
、

P
m
と

m
qが
等
し
い
と
云
ふ
こ
と
は
、

P
m
と

m

q
と
は
全
等
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
全
等
で
な
い
と
云
ふ

こ
と
は
と
は
、
同
時
に
異
分
子
を
有
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ

る
。
数
学
的
等
式
を
借
り
れ
ば
ー

p
m
I
I
m
q
 

此
の
式
に
於
て
、
異
分
子
を

P
と

q
と
を
以
て
現
は
す
と
す
れ

ば
、
次
の
よ
う
な
関
係
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
。

m
I
I
m
、

P
廿

q
」
（
野
川
隆

「
蒸
発
的
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
」
）
（
31）

な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
図

5
を
参
照
。

「
光
角
主
義
的
数
学
ラ
イ
ン
に
立
っ
た

私

Q
氏
の
意
識
的
偶
成
に
於
け
る
触
覚
は

総
べ
て

シ
ル
ヴ
ア
ホ
ワ
イ
ト
の
イ
ン
ク
で

表
現
機
能
を
使
駆
す
る
。
」
（
橋
本
健
吉
「
虚
数
の
導
入
」
）
（
32）

玉
村
善
之
助
自
身
も
例
外
で
は
な
い
。
つ
ぎ
の
よ
う
な
調
子
で
あ

る。

「
私
の
崇
敬
す
る
ア
ル
ベ
ル
ト

・ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
四

次
元
の
世
界
を
指
示
し
て
時
間
と
空
間
の
観
念
を
訊
し
ま
し
た
。

時
空
観
念
に
お
け
る
四
次
元
の
世
界
の
指
示
は
物
理
的
相
対

に
原
理
を
置
く
と
同
時
に
、
私
共
の
思
想
上
に
を
け
る
相
対
的

観
念
を
更
に
新
に
明
ら
か
く
培
養
し
て
ま
い
つ
て
居
り
ま
す
。

更
に
私
共
五
次
元
以
上
の
世
界
を
考
へ
ま
す
熱
に
対
す
る
一

次
元
は
当
然
詮
索
に
拡
大
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
」
（
「
あ
る
芸

術
に
関
す
る
購
涼
会
講
演
自
記
」
）
（
33）

こ
う
し
た
玉
村
善
之
助
に
お
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
的
な
言
説
を
検
討

す
る
前
に
、
美
術
作
品
に
つ
い
て
も
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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玉
村
善
之
助
に
よ
る
メ
カ
ニ
ス
ム
の
作
例
と
し
て
、
絵
柄
が
明
白

な
も
の
は
お
そ
ら
く
一
九
二
五
年
五
月
銀
座
松
坂
屋
で
開
催
さ
れ
た

「
三
科
」
第
一
回
展
に
出
品
の
〈
あ
ん
ち
と
り
ぷ
し
ん
の
拒
絶

K
l
a
s
s
i
s
c
h
e
 
f
o
r
m
〉
（
出
品
番
号
五

二
）
で
あ
る
。
鮮
明
と
は
い
え

な
い
が
、
作
品
は
『
み
つ

ゑ
』
七
月
号
の
口
絵
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

（図

6
)
。
ト
リ
プ
シ
ン
は
膵
臓
で
た
ん
ば
く
質
を
分
解
す
る
酵
素
を

い
う
が
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
C

い
う

ま
で
も
な
く
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
タ
ダ
の
ト
リ
ス
タ
ン
・
ツ
ア
ラ
の

「
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
氏
の
最
初
の
空
中
の
冒
険
L
a
p
r
e
m
i
e
r
e
 
a
v
e
n
t
u
r
e
 

c
e
l
e
s
t
e
 
d
e
 
M
.
 
A
n
t
i
p
y
r
i
n
e
」
（
一
九
一
六
年
）
に
負
う
と
こ
ろ
は

あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
王
村
作
品
は

水
）
」

『
ケ
エ

・
ギ
ム
キ
ガ
ム
・
プ
ル
ル
ル
・
ギ
ム
ゲ

ム
』
誌
二
年
六
号
褐
賊

リ
。
フ
シ
ン
は
拍
絶
す
る

（
一
九
二
五
年
六
月
発
行
）

（
そ
の
後
の
リ
ン
ヂ
ヤ
・
ロ
ッ
ク
の
生
埋

に
対
応
し
て
い
る
。

そ
の
冒
頭
に

「{^

K
l
a
s
s
is
c
h
e
 
F
o
r
m
"
 /／
 

こ
の
一
文
全
体
を
要
約
す

ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
は
減
少
し
て
ゐ
る
。
」
と
あ
る
。
副
題
が
示
す
よ
う

に
、
こ
れ
は
同
誌
二
年
二
号
掲
載
の
野
川
隆
「
リ
ン
ヂ
ヤ

の
生
埋
水
」
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
が
、

四
玉
村
作
品
に
お
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
「
ア
ン
チ
ト

ロ
ッ
ク

る
の
は
困
難
き
わ
ま
り
な
い
。

な
件
か
ら
説
明
さ
れ
る
。

「
で
も
危
く
わ
た
し
は
間
違
っ
た
考
へ
を
し
て
の
け
る
と
こ
ろ

だ
っ
た
。

今
更
ら
わ
た
し
が
隠
退
し
よ
う
な
ん
て
、

た
し
の
皿
二
の
栽
友
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
も
、

弱
い
わ
た
し
の
提
案
を
真
ツ
先
に
拒
絶
し
た
の
で
す
。
」
祠
）

と
く
に
同
文
で
絵
柄
に
関
係
し
そ
う
な
語
句
を
挙
げ
る
と
す
れ
は

（
野
川
隆
作
品
か
ら
の
引
用
で
も
あ
る
）
、

子
回
転
階
子
」
、

iIr
＾
汀
台
」
、

i
j
 

「
水
晶
候
粒
灯

・
回
折
格
子

・
ア
ル
コ
ー
ル
座
の
回

「
ガ
ル
ワ
ニ
ッ
ク
の
電
流
計
」
、

カ
ー
ト
ル
と
そ
の
長
っ
た
ら
し
い
ゴ
ム
箭
」
が
あ
る
。

上
に
は
な
に
が
見
え
る
か
。
全
休
は
定
義
し
に
く
い
空
間
で
あ
る
。

深
涌
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、

柱
、
さ
ら
に
そ
の
柱
と
垂
直
に
、
上
縁
に
水
平
に
走
る
梁
の
よ
う
な

形
態
が
梢
図
を
安
定
さ
せ
る
全
休
の
枠
組
み
と
な
る
。

な
か
に
、

み
え
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
皿
造
作
に
布
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

上
部
か
ら
垂
直
に
吊
り
下
が
る
ペ
ン
の
よ
う
な
形
、

く
も
透
明
な
球
体
、

空
管
の
よ
う
な
も
の
、

…
。

風
の
小
文
字

a
、

こ
ゞ
こ
、

t
t
 

円
板
を
貰
＜
軸
の
形
、

題
名
の
由
来
は
以
下
の
よ
う

洵
草
の
よ
う
な
も
の
、

実
は
、

一
カ
、

ゎ

こ
ん
な
滑
稽
な
気
の

1

,

l

 

一
マ
イ
ケ
ル
ソ
ー
ン
の
餅

「
二
重
装
置
の
イ
ル
リ

．
．
 
匝
｝
阻

下
祁
に
み
え
る
水
平
線
と
右
の
囲
直
の

そ
の
枠
糾
の

し＼

っ

泡
の
よ
う
な
も
の
、
真

さ
ら
に
画
面
の
縁
に
そ
っ
て
、

マ
ウ
ォ

ま
た
内
部
と
外
部
と
の
形
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の
対
応
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
形
も
あ
る
。

現
時
点
で
、
は
た
し
て
中
原
実
の
よ
う
に
、
最
新
の
科
学
的
な
知

識
に
基
づ
い
た
形
象
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
題
名
か
ら
し
て

ダ
ダ
の
作
品
と
い
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。
そ
の
点
で
は
、
あ
き
ら
か

に
ロ
シ
ア
構
成
主
義
的
な
方
向
を
目
指
し
た
柳
瀬
正
夢
に
よ
り
同
じ

三
科
第
一
回
展
会
場
に
展
示
さ
れ
た
「
器
械
製
図
」
的
な
作
品
、
た

と
え
ば
〈
貨
物
自
動
車
〉
（
出
品
目
録
一
七
番
）
と
は
一
線
を
画
し

て
い
る
一
方
、
三
科
第
二
回
展
で
天
井
ま
で
板
を
積
み
上
げ
た
〈
タ

ト
リ
ン
ま
で
は
ヘ
ヱ
ラ
・
ヘ
ラ
・
ヘ
ラ
と
昇
り
つ
め
た
り
〉
（
出
品

目
録
九
二
番
）
と
い
う
ロ
シ
ア
構
成
主
義
の
代
表
作
家
を
あ
か
ら
さ

ま
に
椰
楡
し
た
題
名
に
も
玉
村
の
ダ
ダ
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
内
田

魯
庵
が
こ
の
題
名
に
憤
檄
し
た
の
は
、
ダ
ダ
作
品
と
し
て
は
成
功

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
(35)
。
も
っ
と
も
、
そ
の
一
方
で
、
あ
い
に

く
絵
柄
が
不
明
で
あ
る
が
、
〈
電
気
キ
ノ
タ
イ
プ
機
構
図
面

A

.
B
〉

（
同
九
四
番
）
を
出
品
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
(
3
6
)
0

玉
村
の
こ
の
ダ
ダ
と
構
成
主
義
が
同
居
す
る
仕
事
こ
そ
、
意
識
的
構

成
主
義
的
、
し
た
が
っ
て
村
山
知
義
的
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
新
興

美
術
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
(
3
7
)
0

し
か
し
、
そ
の
ダ
ダ
的
な
傾
向
が
北
園
克
衛
的
な
方
向
へ
転
じ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
危
う
い
結
合
が
分
解
し
て
、
単
位
三
科
的

註

な
方
向
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
や
が
て
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
の
台
頭
に
も
連
携
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
1
)

玉
村
善
之
助
「
ド
ク
ト
ル
・
ベ
レ
ベ
ロ
ン
の
臨
床
講
義
」

「ゲ
エ

・
ギ

ム
ギ
ガ
ム

・
プ
ル
ル
ル
・
ギ
ム
ゲ
ム
j

二
年
三
号
一
九
二
五
年
三

月
頁
付
け
な
し
。

(
2
)

菊
屋
吉
生
「
昭
和
初
期
新
日
本
画
運
動
に
つ
い
て
の

一
試
論
」
、
「
日

本
画
ー
昭
和
の
熱
き
鼓
動
」
展
目
録
一
九
八
八
年
八
三
ー
八
四

頁
。
同
「
大
正
日
本
画
の
新
展
開
」
、
「
大
正
日
本
画
ー
そ
の
闇
と
き
ら

め
き
」
展
目
録
一
九
九
三
年
八
五
ー
八
六
頁
。
加
藤
弘
子
「
大
正

期
の
玉
村
方
久
斗

(
l
)
」
「
東
京
都
現
代
美
術
館
紀
要
」
第
三
号
一

九
九
七
年
度
四
ー
一
三
頁
。
同
「
玉
村
方
久
斗
文
献
目
録
ー
大
正
期

の
活
動
を
中
心
と
し
て
」
同
第
五
号
二
0
0
0
年
、
三
七
ー
四
三
頁
。

滝
沢
恭
司
「
大
正
期
新
典
美
術
運
動
と
文
学
の
交
流
」
青
木
茂
監
修

「
近
代
日
本
版
画
の
諸
相
」
中
央
公
論
美
術
出
版
一
九
九
八
年
三
三

三
ー
三
八
頁
。

(3)

こ
の
雑
誌
の
ラ
テ
ン
文
字
表
記
に
つ
い
て
、
拙
稿

"
T
a
d
a
11 
D
a
d
a
 

(
D
e
v
o
t
e
d
ly
 D
ada) 
for 
t
h
e
 
S
t
a
g
e
," 
in 
J
a
n
e
c
e
k
 
a
n
d
 
O
m
u
k
a
,
 T
h
e
 

E
a
s
t
e
r
n
 
D
a
d
a
 
O
r
b
i
t
,
 
G
.K• 

H
all
,
 19
9
8

、
で
初
歩
的
な
誤
記
を
し
た
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一
九
二
二
年
―
ニ

の
で
、
こ
の
機
会
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

(
4
)

関
井
光
男
「
玉
村
方
久
斗
と
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
運
動
ー
」
「
国
文

学
」
三
四
巻
ご
二
号
一
九
八
九
年
一
一
月
号
一
五
八
ー
一
六
一
頁
、

同
「
歪
村
方
久
斗
と
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
運
動
且
」
同
前
三
四
巻
一

四
号
一
九
八
九
年
―
二
月
号
一
六
0

1

一
六
三
頁
。
同
じ
く
紅
野

敏
郎
「
新
興
芸
術
誌
「
高
原
」
」
同
前
四
一
巻
八
号

一
九
九
六
年
七

月
号

i

七
ニ
ー
i

七
五
頁
、
同
「
ゲ
エ

・
ギ
ム
ギ
ガ
ム

・
プ
ル
ル
ル

・

ギ
ム
ゲ
ム
」
同
前
四
一
巻

i
O
号
一
九
九
六
年
八
月
号

i
六
0

1

二
ハ
三
頁
。

(
5
)

加

藤

弘

子

前

掲

―

i

頁。

(
6
)

十
和
田
探
「
野
川
隆
の
青
春
」
「作
文
l

九
万
号

i

九
七
四
年
八
月

号
五
ー
九
頁
。

(
7
)

（
N
生
）
「
岩
淵
甚
四
郎
氏
夫
妻
室
内
劇
試
演
会
」
「
高
原
j

六

号

一

九
二
0
年

一
0
月
号
九
四
頁
。

(
8
)

「
重
宝
記
」
「
高
原
j

四
号
一
九
二

0
年
八
月
号
六
八
頁
。

(
9
)

抽
署
名
「
同
人
そ
の
他
」
「
高
原
」
二
年
i

号

一

九

ニ

―
年
一
月

号
九
一
頁
。

(
J
O
)北
園
克
衛
「
G

.
G

.
p

.
G

か
ら
V
o
u

ま
で

」
I
•本
の
手
帖
l
三

巻
三
号
一
九
六
三
年
七
月
号

i

六
五
頁
。

（
且
）
関
井
光
男

「王
村
方
久
斗
と
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
運
動

n」
前

掲

i

六
0
ー
一
六
二
頁
。

(12)
野
川
隆
「
数
学
者
の
嬰
宴
」
「
エ
ボ
ッ
ク
j

三
号

月
五
四
頁
。

(13
)
野
川
隆
「
風
と
詩
人
」
同
前

五
九
頁
。

(14)

小
野
忠
重
は
『
近
代
日
本
の
版
画
」
（
新
装
版
一
九
七
四
年
三
彩

社
六
六
頁
）
に
お
い
て
、
同
画
集
を
一
九
二
三
年
刊
と
し
、
し
か
も

「
画
某
自
序
」
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
作
品
は
掲
載
し
て
い
な

い
。
小
野
は

「
エ
ポ
ッ
ク
j

第
四
号
の
最
終
頁
に
あ
る

「
石
版
画
に
つ

い
て
抱
負
ー
都
会
の
動
力
と
営
養
の
出
版
に
つ
い
て
」
を
参
照
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
。

(15)

「
エ
ポ
ソ
ク
」
第
三
号
の
「
編
輯
者
か
ら
」
に
「
本
号
か
ら
表
紙
は
作

者
が
自
ら
石
版
オ
リ
ヂ
ナ
ル
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
石
版
画
工
の
手

を
通
す
と
、
非
常
に
ト
ー
ン
が
壊
れ
て
来
る
し
線
が
死
ん
で
し
ま
ふ
か

ら
で
あ
る
」
と
あ
る
（
六
四
頁
）
。

(16)

千
葉
直
i

『
現
代
文
学
の
比
較
文
学
的
研
究
j

八
木
掛
店
一
九
七

八
年

i

二
七
頁
。

(17)

鈴
木
貞
美
編

「略
年
譜
」
、
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

I

社
戸
川
乱

歩
」
所
収
、
一
九
九
三
年
、
な
ら
び
に
新
保
博
久
山
上
譲
編
『
乱
歩

打
明
け
話
」
河
出
文
匝

一
九
九
四
年
、
を
参
照
。

(
1
8
)
-
•
江
戸
川
乱
歩
」
前
掲
二
九
頁
、
を
参
照
。

(19)

江
戸
川
乱
歩
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
頌
」
「
エ
ポ
ソ
ク
」
二
号

九
二
二
年
―
i

月
一
頁
。

(20)

同
前
。

(21)
野
川
孟
「
立
体
派
以
後
の
芸
術
」
「
エ
ポ
ッ
ク
」
五
号

一
九
二
三
年
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二
月
六
頁
。

(22)

無
署
名
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
教
授
来
朝
」

で
エ
ポ
ッ
ク
j

三
号

九
二
二
年
―
二
月
三
八
頁
。

(23)

江
戸
川
乱
歩
「
二相
対
性
原
理
j

の
映
画
」

『
エ
ポ
ッ
ク
一
三
号

九
二
二
年
―
二
月
三
五
頁
。

(24)

「江
戸
川
乱
歩
」
前
掲
（
註
17)
二
九
頁
、
を
参
照
。

(25)

ノ
カ
ワ

・
リ
ュ
ウ
（
野
川
隆
）
「
（
無
題
の
編
集
後
記
）
」

「
ケ
エ

・
ギ

ム
ギ
ガ
ム

・
プ
ル
ル
ル

・
ギ
ム
ゲ
ム
l

一
号
頁
づ
け
な
し
。

(26)

ノ
ガ
ワ

・
リ
ュ
ウ
（
野
川
隆
）
「
黄
色
い
詩
」
『
ケ
エ
・
ギ
ム
ギ
ガ
ム

・

プ
ル
ル
ル
・
ギ
ム
ゲ
ム
」

一
号
頁
づ
け
な
し
。

(27)

北
園
克
衛
「
G
.
G
.
p

.
G
か
ら

V
o
uま
で
」
前
掲

一
六
五

頁。

(
2
8
)
H
•
Q
E
N「G

.
G
.
p

.
G

の
報
告
」
「ゲ
エ

・

ギ
ム
ギ
ガ
ム
・

プ
ル
ル
ル

・
ギ
ム
ゲ
ム
」
二
年

一
号

一

九

二

五

年

一

月

頁

づ

け

な

し。

(29)

橋
本
健
吉
「
カ
ラ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
」
同
前
頁
づ
け
な
し
。

(30)
野
川
隆
「
リ
ン
チ
ャ

・
ロ
ッ
ク
の
生
理
水
」

「ゲ
エ

・
ギ
ム
ギ
ガ
ム

・

プ
ル
ル
ル

・
ギ
ム
ゲ
ム
」
二
年
一
号
一
九

二
五
年
一
月
頁
づ
け
な

し。

(31)
野
川
隆
「
蒸
発
的
プ
ラ
ウ
ン
運
動
」
同
前
頁
づ
け
な
し
。
な
お
、
原

文
は
基
本
的
に
は
縦
組
み
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
横
組
み
に
な
っ
て

い
る
。

3
 
2
 

(32)

北
園
克
衛

「虚
数
の
導
入
」
同
前
頁
づ
け
な
し
。

(33)

玉
村
善
之
助
「
あ
る
芸
術
に
関
す
る
講
演
会
演
自
記
」
同
前

け
な
し
。

(34)

玉
村
善
之
助
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
は
拒
絶
す
る
」

「
ゲ
エ

＇
ギ
ム
ギ

カ
ム

・
プ
ル
ル
ル
・
ギ
ム
ゲ
ム
」
二

年

六

号

一

九

二

五

年

六

月

頁

づ
け
な
し
。

(35
)

（
内
田
）
魯
庵

「家
常
茶
飯
」
『
女
性
j

八
巻
五
号
一
九
二
五
年
一

一
月
一
三
九
ー
一
四
一
頁
。
玉
村
の
才
能
を
惜
し
む
と
は
い
え
、
魯

庵
は
三
科
に
つ
い
て
は
全
体
と
し
て
好
意
的
で
あ
る
。

(36)

三
科
第
二
回
展
に
お
け
る
構
成
作
品
に
つ
い
て
は
、
拙
著

「改
訂

版
大
正
期
新
興
美
術
運
動
の
研
究
」
第
一
一
章
「
構
成
物
の
時
代
」

を
参
照
。

(37)

拙
稿
「
す
べ
て
の
僕
が
沸
騰
す
る
た
め
に
」
、
「
ダ
ダ
11
構
成
主
義
展
」

東
京
新
聞
発
行
一
九
八
八
ー
八
九
年
、
を
参
照
。

「高
原
j

表

紙

第

六

号

一
九
ニ
―
年
宮
城
県
立
美
術
館
蔵

「席
原
j

表

紙

第

一

三

号

一

九

二

二
年
宮
城
県
立
美
術
館
蔵

玉
村
善
之
助
〈
天
体
の
観
測
誤
差
〉

「
エ
ボ
ッ
ク
」
第
四
号
表
紙

二
三
年
宮
城
県
美
術
館
蔵

図
版
典
拠

九
頁
づ



4 

「
ゲ
エ
・
ギ
ム
ギ
ガ
ム
・
プ
ル
ル
ル
・
ギ
ム
ゲ
ム
」
表
紙

号
一
九
二
五
年
神
奈
川
泣
代
文
学
館
蔵

貯
川
隆
「
パ
ア
ド
マ
ン

a
氏
の
山
芸
飛
行
」

「ゲ
エ

・
ギ
ム
ギ
ガ
ム

ル
ル
ル
・
ギ
ム
ゲ
ム
」
間
前
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵

玉
村
普
之
助
〈
あ
ん
ち
と
り
ぷ
し
ん
の
矩
絶
さ

g
u
R
Z
E門
ヨ
〉
一
九

二
五
年
一
二
科
会
員
展
出
品
「
み
づ
ゑ
い
一
九
二
五
年
七
月
号

二
年
六

5 

プ

6 〈
付
記
〉
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
尾
崎
異
人
氏
、
菊
産
古
生
氏
、
滝
沢
恭
司
氏
、
加

藤
弘
子
氏
、
水
沢
勉
氏
、

poh・
0
2
Z
2
d〈
2
3
F
E、
な
ら
び
に
板
橋
区

立
美
術
館
、
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
、
宮
城
県
美
術
館
の
協
力
を
得
た
。

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

お
む
か

と
し
は
る

37 



38 

図 1 r高原j表紙第6号 1921年 宮城県美術館蔵

図2 r高原j表紙 第13号 192211:' 宮城県美術館蔵
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国3 主村吉f之助〈実体の観測誤差>rエポツクj第4号表紙 1 923:W 吉1・b必臣奨術館滋

区14 ゲエ・ギムギガム・プルルル・ギムゲムj表紙 努}6号一 1925年 1'111奈川近代文学館減



1:iD 5 野川 隆 iパアドマン a氏のIjjl芸飛行Jfゲエ・ギムギガム・フール}J..，}l-・ギムゲムi向年
神奈川近代文学館蔵

40 

|罰 6 玉村?喜之助くあんちとりぷしんの拒絶Klassischeform> 1925:{F 三科会員展出品 fみづゑj
1 925fjo 7 Fl-i予
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